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大地の芸術祭の里　越後妻有2013夏

アートを道しるべに
里山を巡る夏がやってくる

アートを道しるべに
里山を巡る夏がやってくる

　今年の夏の「大地の芸術祭の里」は、特別企画

展や関連イベント、ワークショップが目白押しで

す。夏の作品鑑賞パスポートを手に、人気の空家・

廃校作品や屋外作品を道しるべに里山を巡りまし

ょう。

●問合せ

　大地の芸術祭の里総合案内所　☎761-7767

７月20日㈯～９月１日㈰　越後妻有地域 760㎢　(新潟県十日町市・津南町)

　「走楽論」を哲学とす

る鬼太鼓座の、正確無比

なリズムと打点、その迫

力あるパフォーマンスが

この夏も越後妻有で響き

わたります。［チケット：

セブンコード024-394］

鬼太鼓座～ミュージック＆リズムス・
響かせよう日本列島～

　音楽や衣服、農業など、

幅広い分野で活動を繰り

広げている切腹ピストル

ズが愛用する「野良着」

と、そのかっこいい着こ

なしを紹介。

■アーティストトーク（落語ほか）：８月15日㈭・

16日㈮午後１時30分～、17日㈯、９月22日㈰、

10月６日㈰・20日㈰※時間未定、

■演奏＆練り歩き：７月20日㈯、８月17日㈯、

９月８日㈰・22日㈰、10月19日㈯※時間未定

■入館料：600円、小・中学生300円（夏の作品

鑑賞パスポート提示で無料）

里山の限界芸術 vol.4 
せっぷくぴすとるず「野良着で逆襲！」展

　おおたか静流の体験型ギャラリートーク。

■料金：1,000円、小・中学生500円（夏の作

品鑑賞パスポート提示で大人200円、小・中

学生100円引き※美術館への入館料別途要）

シズリンといっしょに竜宮城ツアー

　おおたか静流によるワークショップ。空中に

描く花火のような、心に残る「声のお絵かき」

に挑戦しましょう。

■料金：1,000円、小・中学生500円（美術館

への入館料別途要）

シズリンの「声のお絵かき」ワークショップ

Photo by 小沢芳彦

●大人2,000円

　（地元500円引き）

●小・中学生500円

※県内小・中学生

　無料

夏の作品鑑賞パスポート

まつだい
「農舞台」

次
の
ペ
ー
ジ
も
あ
る
よ

パスポートを持って出発！
　身近なものを楽しい楽器に大変身させます。

■料金：1,000円、小・中学生500円（夏の作品鑑賞パスポート

提示で大人200円、小・中学生100円引き※美術館への入館料

別途要）

山口ともの廃材打楽器ワークショップ

８月16日㈮午後１時30分～※要予約

BACCA＊ GOHGI（ばっかごーぎ）な音楽会と鉢の盆踊り
へこらっしゃいっ

　日本・東ティモール外交関係樹立10周年記念で組まれたスペ

シャルトリオ山口とも（打楽器奏者） × おおたか静流（ヴォイス）

× 向島ゆり子（ヴァイオリン・ヴィオラ奏者）によるボーダー

レスな音の世界に包まれるライブ。音楽会の後は鉢集落の盆踊り

（午後６時～）もあり。ばっかごーぎは地域の方言で「ものすごい」

の意。［チケット：セブンコード024-393］

８月17日㈯午後４時～※３時30分開場

８月18日㈰・31日㈯午後１時30分～※要予約 ９月８日㈰午後１時30分～※要予約

勘緑プロデュース
伝統芸能の底力～朝鮮半島 +関西の元気玉
公演「北も南もあるもんけ　人情が地球を
救う」～

　韓国の芸能と日本民謡に携わる、在日コリアン

と日本人によるコラボレーション・ユニット『遊

合芸能　親舊達 チングドゥル』と人形浄瑠璃の

人形遣い 勘緑 -KANROKU-が迫力の舞台を演じ

ます。［チケット：セブンコード024-395］

８月24日㈯午後６時～※５時30分開場

８月18日㈰午後６時30分～８時※開場６時～

鬼太鼓座～ミュージック＆リズムス・

８月18日㈰午後６時30分～８時※開場６時～

　行方不明の父を探す娘

は、いくつかの手がかり

を頼りに奇妙な世界へ足

を踏み入れて行く…。住

民とワークショップを重

ねながら創作する演劇作

品。［チケット：セブン

コード024-391］

サンプル「遠足の練習」

８月10日㈯午後７時～８時※開場６時30分～８月10日㈯午後７時～８時※開場６時30分～

伝統芸能の底力～朝鮮半島 +関西の元気玉

鉢

絵本と
木の実の
美術館

■入館料：700円、小・中学生300

円（夏の作品鑑賞パスポート提示

で無料）

■チケット料金：1,500円（当日2,000円)、小・

中学生500円（当日800円）※夏の作品鑑賞パ

スポート提示で、当日でも前売価格で鑑賞可

■販売場所：越後妻有里山現代美術館［キナーレ］、

まつだい「農舞台」、本町分庁舍など※セブン

チケット、越後妻有オンラインショップ（www.

tsumari-shop.jp）でも購入可

にはチケットが必要です

お
おた
か静
流 大博覧会

～シズリンのユ
ート
ピア
～
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❺

磯崎道佳ワークショップ「ぞうきんぞうたち」

　手作りのぞうきんを持ち寄って実物大のぬい

ぐるみをつくります。

■日時：７月20日㈯

　午前11時～※要予約

■料金：無料

いしかわかずはる公開制作！！　

　企画展参加作家が、作品制作を一般公開。

■日時：８月３日㈯午前10時～

■料金：無料

「大地を包む～繊維からの再考」展

■期間：７月20日㈯～10月20日㈰

眞田岳彦作品関連パフォーマンス

「水と布の詩」

　伝統の布制作の過程である「雪さらし」を模

したパフォーマンス。

■日時：８月19日㈪（予定）

■出演： 学校法人十日町女学園 十日町服飾専

　　　門学校の学生

シンポジウム

「大地を包む～芸術と繊維からの展望」

　各界の有識者とともに、越後妻有地域で育ま

れた繊維産業の歩みや特徴を考察し、今後の展

望を探ります。

■日時：７月28日㈰午後３時～５時

■料金：1,000円（夏の作品鑑賞パスポート提

示で無料） 

■出演者：藤巻幸大（参議院議員／ブランディ

ング・プロデューサー）佐藤友美子（公益財

団法人サントリー文化財団 上席研究フェロ

ー）、眞田岳彦（「大地を包む」プロジェクト

ディレクタ－）、北川フラム（大地の芸術祭

総合ディレクタ－）、関口芳史など※敬称略

まつだい
郷土資料館

三省ハウス
ほか

ベリー
スプーン

まつだい
棚田バンク
たんぼ

　 巫
かんなぎ

座の公演第二弾。東アジアの芸能に通じ

る日本の身振り舞の数々を、雪深い越後妻有の

人々の自然と生活の中から生まれたこの地域な

らではの歌と踊りをダンス化した舞台。［チケ

ット：セブンコード024-392］

■料金：1,000円、小・中学生500円　（夏の作

品鑑賞パスポートで大人200円、小・中学生

100円引き）※④のみ1,700円（材料費込）

【①スポーツ編】坂口淳さんと「FUN」サッカー

■日時：８月７日㈬午後２時30分～、14日㈬

午前９時～

【②芸術編】田島征三さんと「デタトコしょうぶ」

■日時：８月８日㈭午後２時～、15日㈭午後

１時30分～

【③農業編】地元農家の皆さんと「棚田で草刈り」

■日時：８月９日㈮ 、16日㈮午前９時～11時

【④宇宙編】仙台市天文台の皆さんと「望遠鏡

をつくろう！」

■日時：８月14日㈬午後１時30分～　

【⑤宇宙編】仙台市天文台の皆さんと「星空を

眺めよう」

■日時：８月15日㈭午後８時～

【⑥芸術編】鬼太鼓座と「人と音のワークショップ」

■日時：8月15日㈭午前９時30分～

　人気のベリージャムづくり。カフェでドリン

クなども楽しめます。

■日時：７月21日㈰

～９月１日㈰ 間の

毎週日曜日午前10

時～午後４時※ジャ

ムづくりは午後３時

まで

■料金：ジャムづくり500円

　おいしい米作りに欠かせない草刈りで汗を流

したら、夜は松代観音祭りで花火鑑賞をしなが

ら夕涼み。

■日時：７月20日㈯午前10時30分～（草刈り）・

午後１時30分～（オプション講座）、21日㈰

午前10時～（草刈り）

森繁哉 家劇場「巫
かんなぎ

座の公演：タマシイの
生まれる所 - 家をたたえる歌舞劇」

　「大地を包む」は、衣服造形家の眞田岳彦さんを

プロジェクトディレクターに迎え、５年後、10年

後を見据えて実施する長期プロジェクトです。博物

館や伝統文化団体と連携をしながら、地場産業との

実験的新規商品開発などを視野に入れて取り組みま

す。越後妻有のアートと風土が織りなす、今までに

ない地域発信の形づくりを目指します。

【基本テーマ】

①越後妻有地域発信の芸術・産業・人・暮らし

②次世代に継ぐ教育・伝統・文化

③芸術と各領域の連携が産む豊かな暮らしと新た

な産業の発展

森繁哉 家劇場「巫
かんなぎ

座の公演：タマシイの
生まれる所 - 家をたたえる歌舞劇」

越後妻有の林間学校
大地の学びプログラム※要予約

Photo by Masahiro 

❷

❻
❸

❹

夏の市・手仕事織りカフェ

　市内の織物関係の仕事に携わる有志が立ち上

げたグループ『手しごと屋』が、絹織物にまつ

わる品々や、手仕事が光る伝統工芸の数々を展

示・販売。越後妻有の織りや繊維に関する手工

芸が一堂に会する初めての市。

■日時：９月22日㈰・23日㈷午前10時～午後

　　　４時

❼

❶

「眞田岳彦「大地を包む皮膚」(CGイメージ画) 
素材：新潟産米を含有したフィルムシート 
柄：十日町文様 からむし唐草’13」

越後妻有アートプロジェクト

「大地を包む」がスタートします

文化・芸術を産業、教育、人、暮らしと
連携し次世代に継ぐ

Photo by Masahiro 

：ジャムづくり500円

体験できる

イベントが

いっぱい！

すてきな活動に
なる予感！

８月11日㈰午後２時～※開場１時30分～

まつだい棚田バンク草刈り

ワークショップ「世界でひとつだけのジャム

をつくろう」＋カフェオープン

松代
地域

８月11日㈰午後２時～※開場１時30分～

ナカゴ
グリーン
パーク

小谷

柳楽晃太郎パフォーマンス

「ギッコンバッタン～世界

一の布を織る」

　参加者が人間織機となっ

て「織る」体験型パフォー

マンス。

■日時：8月17日㈯、18日

㈰、9月22日㈰、23日㈷※時間未定※要予約

■料金：無料

■会場：越後妻有里山現代美術館［キナーレ］
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全国の「中心市街地」や「まち」を

取り巻く環境

わたしたちのまち「十日町市」の

現状と将来

市全体の活力を失う前に

行動を起こしましょう

　全国の多くの都市が危機にひんしている中、十日町市は

どのような状態なのでしょうか。私たちが住むまち、十日

町市の「将来」を分析します。

　私たち誰もが、その生涯を心豊かに過ごしたいと願って

います。そして、子どもや孫たちに、豊かに暮らせる環境

を残したいと願っています。その願いをかなえ、私たちの

まちが、これからも「選ばれて住み継がれるまち」である

ためには、具体的に行動をする必要があります。では、中

心市街地活性化基本計画を基にどのような行動を起こすべ

きか、次号以降の市報で３回に分けて考えてみましょう。

　現在、全国の多くの中心市街地、地方都市が危機にひん

しています。地域住民を支えている「まち」、日本経済の

重要な存在である「まち」が、今後も安定的かつ持続的に

その機能を維持するためには、今すぐに行動を起こすこと

が必要です。

■急速に進む人口減少・高齢化による変化

・日常の買い物が不便、医療機関への通院が不

便と感じる高齢者が増加しています。

・住居や住環境に関する優先度では、「買い物

に便利」「医療や介護サービス」を重視する

声が上位にあります。

■まちなかの商機能の衰退による買い物弱者の増加

 ・高齢化が進む中で、日常の買い物に不便を

感じるいわゆる「買い物弱者」の問題が深刻

化しています。

・中心市街地の住民に買い物の苦労が増えた理

由として「行きつけの店が閉店した」という

回答が、高齢化に起因する「体力的」「車の

運転不能」などの回答より遥かに多く、中心

市街地における商機能の衰退が進行している

ことが推測されています。

■拡散したまちのインフラコストの増大

・今後、道路や公的施設などの社会資本の更新

①地域住民の生活にとって必要な機能を効率的に提供する上で、中心市街地が有効です。

②地域財政の観点からは、生活に必要な機能を集約する「コンパクトシティ」を実現して

いくことが求められています。中心市街地を活性化し、それを実現することが有効です。

③中心市街地はまちの顔であり、まちの個性の象徴です。つまり、「中心市街地＝まちの

品格」なのです。同時に、中心市街地が魅力を取り戻すことで、地域における絆
きずな

、失わ

れつつあるコミュニティの再生といった目に見えない価値をもたらします。

平成25年６月　産業構造審議会中心市街地活性化部会
「中心市街地の再活性化に向けて（提言）」より引用

に要する費用が著しく増大することに伴い、

市民一人あたりの負担も大幅な増加が見込ま

れます。

・まちによっては、人口の郊外化により除排雪

などにかかるコストも大きな負担となってい

るとの指摘もあります。

■まちの顔としての中心市街地の重要性

 ・中心市街地外の住民も対象とする調査によ

れば、中心市街地が必要な理由として「地域

の活力や個性を代表するまちの顔であるか

ら」が一番多く、全体の半数近くを占めてい

ます。

・市民が中心市街地に求めるものは「地域の個

性の代表」「地域の顔」といった、地域を対

外的に代表する機能、コミュニティの絆
きずな

を確

認するような機能です。つまり住まい手にと

って一種のよりどころとして役立つことが示

唆されています。

中心市街

地活性化

の必要性

③中心市街地の衰退は「まちの顔」「市民のより

どころ」がなくなることにつながります

　中心市街地は、銀行や病院、商店などのまちの魅

力が多く集まっているところですが、そのまちの魅

力となる商店が年々減っています。

　中心市街地は、多くの市民でにぎわう「雪まつり」

や「きものまつり」、「おおまつり」などが行われる

ところでもあります。

　人や商店が減ることで、まちの魅力と機能が維持

できなくなります。中心市街地が衰退することで、

市全体の活力・魅力が失われます。

※出典：商業統計

　平成６年の半分以下に減少しています。

平成６年 18,641㎡

平成19年 7,969㎡

〈中心市街地の店舗面積〉

●小売業売場面積の推移

※出典：商業統計

（㎡）
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体
・
行
政
な
ど
が
今
年
度

を
含
め
た
５
年
間
に
取
り
組
む
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
市
が
「
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
き
策
定
し
た
も
の
で
、

６
月
28
日
付
け
で
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

「
十
日
町
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」
が
、
国
の

認
定
を
受
け
ま
し
た

①30年後の十日町市の人口は４万人を下回ります

　市全体の人口は50年前に比べて約４割減少して

います。さらに2040年（平成52年）には約3.9万

人にまで減少することが予測されています。このま

ま人口が減少すると、まちの広がりとともに人口密

度も低くなります。

　このままでは、行政サービスの低下や地域のコ

ミュニティの衰退が懸念されます。
19
60
19
65
19
70
19
75
19
80
19
85
19
90
19
95
20
00
20
05
20
10
20
15
20
20
20
25
20
30
20
35
20
40

12

10

8

6

4

2

0

人
口
（
万
人
）

人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
人
口
（
人
／
ｈ
ａ
）

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

人口および人口集中地区の人口密度の動向
1960年
9.6万人

2010年
5,9万人

2040年
3.9万人

（推計値）

約４割減少

老年人口：65歳以上

生産年齢人口：15～64歳

幼年人口：15歳未満

2

4

1

DID人口密度（人／ha）

※出典：国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所（平成
25年３月推計）より国土交通省作成

　このままでは、高齢者が多い町内がますます増え、

地域維持機能が衰退し、地域住民による見守り、災

害時の助け合いの対応などが困難になります。また、

空き地や空き家が増えることは、防犯や安全にも不

安が多くなります。

②中心市街地も少子高齢化は他人事ではありません

　中心市街地には準高齢化（55歳以上の人の割合

が50%以上）の町内が多くなっています。中心部に

は55歳以上の人の割合が60%を超える町内もあり

ます。人が減るとともに空き地や空き家が多くなっ

てきています。

　中心市街地は、少子高齢化が市全体より進行しています。

市全体 31.9％

中心市街地 33.0％

※平成24年３月31日
　住民基本台帳より

コモ通り

駅通り
十日町駅

本町西線

クロステン

市役所

中心市街地

１１７

●

●

55歳以上の人口割合

50%～ 60%未満

60%以上

●十日町中心市街地における
　行政区別による高齢化分布

〈65歳以上の割合〉

全国の中心市街地を取り巻く環境と、十日町市の実態
●問合せ：中心市街地活性化推進室☎757-3691

中心市街地活性化基本計画の紹介①
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インターンシップ事業受け入れ先を募集
●問合せ・申込先：企画政策課協働推係☎757-3693

にいがたで「暮らす・働く」応援プロジェクト

　
市
で
は
、
定
住
人
口
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
田
舎
暮
ら
し
体
験
や
就
業
体
験
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
受
け
入
れ
先
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象

サ
ポ
�
ト
体
制

イ
ン
タ
�
ン
生
の
募
集

受
け
入
れ
先
の
登
録
・
申
し
込
み

イ
ン
タ
�
ン
シ
�
プ
メ
ニ
�
�
例

受
け
入
れ
先
へ
の
支
援

受
け
入
れ
先
で
用
意
す
る
も
の

受
け
入
れ
期
間

　
集
落
・
事
業
者
・
法
人
な
ど

　
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
日
町

市
地
域
お
こ
し
実
行
委
員
会
と
協

働
し
て
、
受
け
入
れ
に
関
す
る
事

前
説
明
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
支
援
や
、

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
損
害
保
険
へ
の

加
入
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
受
け
入

れ
先
と
の
絆

き
ず
な

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　
新
潟
県
が
一
括
し
て
イ
ン
タ
ー
ン

生
の
募
集
を
随
時
行
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
場
合

は
、
上
記
問
合
せ
先
ま
で
受
入
先

調
査
票
（
上
記
問
合
せ
先
お
よ
び

各
支
所
地
域
振
興
課
で
配
布
）
を

予
め
提
出
し
、
受
け
入
れ
の
１
か

月
前
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

①
就
農
体
験

②
地
域
の
特
徴
的
な
産
業
就
業
体

験
（
織
物
な
ど
）

③
雪
像
づ
く
り
な
ど
雪
国
で
の
暮

ら
し
体
験
な
ど

　
イ
ン
タ
ー
ン
生
１
人
の
受
け
入

れ
に
つ
き
５
万
円
を
支
給

　
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
住
居
（
月
額

１
万
５
、
０
０
０
円
を
限
度
に
住

居
管
理
人
へ
住
居
費
を
支
給
し
ま

す
）
※
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
移
動
手

段
を
準
備
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ

り
ま
す

　
７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

20
日
ま
で
の
間
の
１
か
月
間

※
複
数
月
に
わ
た
っ
て
受
け
入
れ

た
場
合
は
、
通
算
し
て
概
ね
１

か
月
と
な
る
こ
と

※
最
大
で
6
か
月
ま
で
延
長
可
能

　
中
山
間
地
の
活
性
化
の
担
い
手
と
な
り
、
集
落
活
動
を
支
援
す
る
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
協
働
し
て
、生
ま
れ
育
っ
た
集
落
の
機
能
を
維
持
・

強
化
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
必
要
と

す
る
明
確
な
要
件
が
あ
る
こ
と

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
地
域
を

つ
な
ぐ
人
材
（
世
話
役
）
が
い

る
こ
と

③
地
域
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

住
居
を
用
意
で
き
る
こ
と

　
日
本
の
原
風
景
と
も
い
わ
れ
る

美
し
い
景
観
や
環
境
保
全
な
ど
の

役
割
を
守
り
、
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
に
は
、
中
山
間
地
の

集
落
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
当

市
の
中
山
間
地
集
落
で
は
、過
疎
・

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
集
落
の
機

能
維
持
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
耕
作
放
棄
地
が
年
々

拡
大
し
て
い
る
」、「
集
落
の
機
能

維
持
が
困
難
で
あ
る
」
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
集
落
に
対
し

て
、
平
成
21
年
か
ら
意
欲
あ
る
外

部
人
材
を「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
誘
致
し
て
い
ま
す
。現
在
、

16
名
の
隊
員
が
市
内
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

※
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
制
度

に
つ
い
て
、
集
落
説
明
に
も

伺
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

応
募
要
件

外
部
人
材
を
活
用
し
な
が
ら

中
山
間
地
を
守
る

地域おこし協力隊で持続可能な地域づくりを
●問合せ：企画政策課協働推進係☎757-3696

地域おこし協力隊受け入れ先募集

第19回 十日町石彫シンポジウム
●問合せ：生涯学習課（中央公民館内）☎757-8918

アートのかおるまちづくり事業

　真夏の炎天下、今年も３人の石彫作家が公開

制作に挑みます。石の塊から芸術作品が生み出

される様子をぜひ間近にご覧ください。今回の

完成作品３体は十日町駅西、市道西中央通り線

の歩道脇に設置する予定です。また、会期中は

「作家展」「こども彫刻教室」などの関連ベント

も開催されます。ぜひ参加してください。

︻
作
家
展︵
参
加
作
家
に
よ
る
小
作
品
展
︶︼

◆
会
期
＝
８
月
１
日
㈭
〜
18
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
７
時

◆
会
場
＝
ギ
�
ラ
リ
ー
６
坪
（
稲
荷
町
３

南
）
☎
７
５
７

｜

９
２
６
２

︻
こ
ど
も
彫
刻
教
室
︵
ペ
�
パ
�
ウ
�
イ

ト
づ
く
り
︶︼

◆
日
時
＝
８
月
３
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

◆
会
場
＝
市
総
合
体
育
館
北
側
広
場
（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
）

◆
参
加
費
＝
無
料

︻
石
彫
ク
リ
�
ン
ア
�
プ
ウ
�
�
ク
︵
ネ

�
ジ
�
ス
ポ
�
ツ
ク
ラ
ブ
共
催
の
石
彫
清

掃
活
動
︶︼

◆
日
時
＝
８
月
３
日
㈯
午
前
６
時
集
合
※

約
２
時
間

◆
集
合
場
所
＝
市
総
合
体
育
館
北
側
広
場

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
）

︻
オ
�
プ
ン
ト
�
ク
デ
�
＆
テ
�
�
タ
イ

ム
︼

◆
日
時
＝
８
月
３
日
㈯
は
終
日
、
制
作
現

場
で
作
家
と
来
場
者
が
気
楽
に
話
し
合

え
る
日
で
す
。
ま
た
、
会
期
中
毎
日
午

前
10
時
と
午
後
３
時
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

︻
作
品
名
︼
萌
芽

︻
制
作
意
図
︼

　
こ
れ
ま
で
の
創
作
活
動
で
続
け
て
き
た
イ

メ
ー
ジ
を
も
と
に
、
縄
文
の
文
様
を
重
ね
な

が
ら
、
越
後
の
大
地
に
馴
染
む
作
品
を
地
元

の
安
山
岩
か
ら
生
み
出
し
ま
す
。

︻
作
品
名
︼

　
時
間
旅
行
者
の
た
め
に
「
王
と
王
妃
」

︻
制
作
意
図
︼

　
椅
子
は
生
活
の
必
需
品
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
椅
子
が
歪
ん
だ
り
、
動
き
出
す
よ
う
に

変
形
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
機
能
を
捨
て

去
っ
た
椅
子
は
、
人
の
心
を
解
き
放
ち
、
時

間
旅
行
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

北
島
　
一
夫
﹇
東
京
都
武
蔵
野
市
在
住
﹈

︻
作
品
名
︼

　
夢
を
紡
い
で

︻
制
作
意
図
︼

　
人
は
生
活
の
中
で
自
分
の
将
来
や
家
族
、

仲
間
の
こ
と
な
ど
を
考
え
生
き
て
い
ま
す
。

楽
し
い
夢
を
紡
ぐ
姿
を
彫
刻
に
表
現
し
ま

す
。 橋

本
　
惠け
い

吏り

﹇
名
古
屋
市
在
住
﹈

原
　
透
﹇
神
奈
川
県
厚
木
市
在
住
﹈

関
連
イ
ベ
ン
ト

■会期

　７月27日㈯～８月18日㈰

■公開制作会場

　市総合体育館北側広場

池谷集落の皆さん

地域おこし協力隊の

受け入れで、集落が

元気になりました！
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国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

年
々
増
え
て
い
る
医
療
費

　
次
の
理
由
に
該
当
し
、
国
保
税

を
納
付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

な
世
帯
は
、
国
保
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。
減
免
を
受
け
る
に
は
、
申

請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
ほ

か
の
災
害
で
住
宅
や
家
財
な
ど

が
著
し
い
損
害
を
受
け
た
世
帯

②
倒
産
、
廃
業
、
休
業
、
失
業
、

疾
病
そ
の
ほ
か
の
理
由
で
所
得

が
著
し
く
減
少
し
た
世
帯

③
そ
の
ほ
か
、
特
別
の
事
情
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

　
な
お
、
減
免
申
請
の
理
由
に
よ

り
提
出
す
る
確
認
資
料
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　医療機関や薬局で処方される薬には、同じ成

分・同じ効き目でも価格の安い薬があります。

　新薬（先発医薬品）に対し、安い薬は「ジェ

ネリック医薬品（後発医薬品）」と呼ばれ、新

薬の特許期間が満了した後に、厚生労働省の承

認のもとに発売されます。開発コストが抑えら

れるため、価格が安く設定され、患者の薬代の

負担を軽くする薬です。

　今回、保険証といっしょに希望カードを配布

しますので、ジェネリック医薬品を希望する人

は、医療機関や薬局の窓口にカードを提示して

ください。

　ただし、ジェネリック医薬品を使えない場合

もありますので、医療機関などで確認してくだ

さい。

国民健康
保険税の
計算例

　２人暮らしで自営業を営む世帯の場合

■世帯の中の国保加入者（夫50歳・妻48歳）……………２人

■営業所得……………………………………………… 200万円

■固定資産税額（土地・家屋）………………………45,000円

〈医療給付分〉　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×6.5％＝108,550円

　　　　　　　②資産割　45,000円×5.0％＝2,250円

　　　　　　　③均等割　２人×25,000円＝50,000円

　　　　　　　④平等割　27,500円

　　　　　　　合計Ａ（①＋②＋③＋④）＝188,300円（100円未満切り捨て）

〈後期支援分〉　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×1.9％＝31,730円

　　　　　　　②均等割　２人×10,500円＝21,000円

　　　　　　　合計Ｂ（①＋②）＝52,700円（100円未満切り捨て）

〈介護納付分〉　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×2.2％＝36,740円

　　　　　　　②均等割　２人×17,000円＝34,000円

　　　　　　　合計Ｃ（①＋②）＝70,700円（100円未満切り捨て）

世帯の国保税の合計＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝311,700円

ジェネリック（後発）医薬品希望カードの配布

　
昨
年
度
に
国
保（
市
＋
加
入
者
）

で
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費

は
49
億
５
、
２
０
０
万
円
（
一
昨

年
度
よ
り
８
０
０
万
円
の
増
）で
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
医
療
費

が
増
加
す
る
と
国
保
税
に
影
響
し

ま
す
。
市
で
は
、
各
種
保
健
事
業

で
、
健
康
管
理
や
疾
病
予
防
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
医
療
費
を
抑
え
、
保
険
税
を

安
く
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
健
康
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

り
、
国
保
税
と
介
護
保
険
料
を

合
わ
せ
て
、
年
金
額
の
2
分
の

１
を
超
え
な
い
こ
と

　
た
だ
し
、
年
金
天
引
き
を
希
望

し
な
い
場
合
は
口
座
振
替
で
納
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
※
納
付

書
で
の
納
入
は
で
き
ま
せ
ん

新しい保険証と平成25年度の納入通知書をお届けします
●問合せ：市民生活課国保係☎757-3735

国民健康保険のお知らせ

　「
国
民
健
康
保
険
」
は
、
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合

っ
て
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
向
上
な

ど
で
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て

い
て
、
必
要
な
医
療
を
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、

安
定
し
た
財
源
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
平

成
25
年
度
の
税
率
は
次
の
と
お

り
、
昨
年
同
様
の
税
率
と
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
医
療
給
付
分
と
後

期
高
齢
者
医
療
支
援
分
の
合
計
額

と
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
は
、
介

護
保
険
の
第
2
号
被
保
険
者
と
し

て
介
護
納
付
分
を
加
え
た
額
が
年

今
年
の
国
民
健
康
保
険
税
率

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴

収
︵
年
金
天
引
き
︶

※国民健康保険税の軽減制度
　　所得の低い世帯は国保税が軽減

されます。前年の所得状況により、
被保険者均等割と世帯別平等割が
それぞれ２割・５割・７割の軽減
となります

　
次
の
条
件
の
全
て
に
当
て
は
ま

る
世
帯
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主

の
年
金
か
ら
国
保
税
が
天
引
き
で

徴
収
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
が
始

ま
る
際
に
は
、
事
前
に
通
知
し
ま

す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
で
あ
る
こ
と

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ

区　　分 25年度税率

医療

給付分

所得割 6.5%

資産割 5.0%

均等割 25,000円

平等割 27,500円

限度額 510,000円

後期

支援分

所得割 1.9%

均等割 10,500円

限度額 140,000円

介護

納付分

所得割 2.2%

均等割 17,000円

限度額 120,000円

〈税率表〉

【新しい保険証を７月22日㈪頃に発送します】

　平成25年８月１日から使える新しい国民健康保険証と高齢受給者証（70歳～

74歳対象）を、国民健康保険に加入している皆さんへ世帯単位で郵送交付します。

また、市外在住で更新手続きが済んでいる学生の保険証も、市内の家族宛てに郵

送交付します。

　保険証が届いたら、住所・世帯主氏名・被保険者氏名などを確認し、記載事項

に誤りがあったときは届け出てください。また、裏面の注意事項を十分確認して

ください。

※今までの保険証と高齢受給者証は、８月１日から使え

　なくなりますので、各自で処分してください

【有効期限】

　通常の有効期限は平成26年７月31日ですが、

年齢によって別の医療制度となる次の人は有効

期限が異なります。

①平成26年７月31日までに75歳に到達する人

②現在退職者医療制度の適用を受けている人で平成26

年７月１日までに65歳に到達する人および被扶養者

※有効期限が平成26年７月31日でない人には、期限

が切れる前に新しい保険証を送付します

国民健康保険証と高齢受給者証の更新

間
の
国
保
税
と
な
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
加
入
し
て
い
る
家
族

の
分
を
合
計
し
て
世
帯
主
に
通
知

し
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
税
し

て
く
だ
さ
い
。

※今までの保険証と高齢受給者証は、８月１日から使え

②現在退職者医療制度の適用を受けている人で平成26

平成26年　７月31日

00000000

十日町　花子

平成元年１月20日
女

平成17年４月１日

平成25年８月１日

十日町　太郎

千歳町３丁目３

　
自
営
業
の
人
や
会
社
を
や
め
た
人
な
ど
が
加
入
す
る
国
民
健
康
保
険
。
今
年
も
こ
の

保
険
証
を
８
月
１
日
か
ら
一
斉
に
更
新
し
ま
す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
が
納

め
る
保
険
税
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
保
険
税
の
今
年
度
の
税
率
を
決
定
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
後
段
の
説
明
の
ほ
か
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
は
７
月
16
日
㈫
に
発
送
さ

れ
る
納
入
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



12市報とおかまち　平成25年７月10日号市報とおかまち　平成25年７月10日号13

小中一貫教育
つながる

小学校中学校①

　子どもたちは今、自立して社会を生きるた

めの、人間性や社会性を身に着ける場を失っ

ています。

子どもの現状と課題その１

不登校

不登校の割合は、小 ･ 中学校とも

に、新潟県・全国より高い状況

が続いています。その人数は小学校中

学年頃から増え始め、中学校入学後に

急増します。

　
小
中
一
貫
教
育
で
は
小
学
校
と
中
学
校
の
教
職

員
が
力
を
合
わ
せ
、「
９
年
間
」
の
系
統
的
・
継

続
的
な
教
育
を
行
い
ま
す
。
各
中
学
校
区
で
目
指

す
子
ど
も
の
姿
を
描
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
を
中
心
に
、
全
教
職
員
の
共
通
認
識
の
下
、
推

進
会
議
や
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
で
議
論
を

重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
９
年
間
を
見
通
し
、
異
な
る
学
年
や
学
校
と
の

間
で
行
う
児
童
生
徒
の
多
様
な
交
流
活
動
で
は
、

よ
い
意
味
で
の
上
下
関
係
が
生
ま
れ
、
自
己
有
用

感
（
※
）、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
規

範
意
識
な
ど
の

社
会
性
が
育

ち
、
不
登
校
や

い
じ
め
な
ど
の

減
少
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。 

※
自
己
有
用

感

：

自
分
の
所

属
す
る
集
団
の

中
で
、
自
分
の

存
在
価
値
を
自

分
自
身
で
認
識

す
る
こ
と

今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
み
ま
す
。

十日町市 県 国十日町市 県

小学校

国

5.0
％

4.0

3.0

2.0

1.0

0

■H21
■H22
■H23
■H24

中学校

●不登校児童・生徒の割合の推移　※H24年は市の速報値のみ

区　分 小学校 中学校

十日町市 0.34％ 2.89％

新潟県 0.33％ 2.61％

国 0.33％ 2.64％

●平成23年度不登校児童・生徒の割合

小
中
一
貫
教
育
で
の
取
組
み

　平成23年度から４つのモデル中学校区で試行を始めた小中一貫教育は、平

成26年度から全中学校区で完全実施します。取組みと成果を報告します。

“ふるさと十日町市を愛し、自立して社会を生きる子ども”を育む

●問合せ：十日町市教育委員会学校教育課小中一貫教育推進係☎757-3336

保険証の一斉更新および平成25年度保険料のお知らせ
●問合せ：市民生活課国保係☎757-3735

後期高齢者医療制度のお知らせ

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
証
の
更
新

平
成
25
年
度
の
保
険
料

　
現
在
の
保
険
証
（
桃
色
）
は
、

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
、

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険

証
（
空
色
）
に
な
り
ま
す
。（
申

請
手
続
き
不
要
）
新
し
い
保
険
証

は
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

８
月
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合

や
、
届
い
た
保
険
証
に
誤
り
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

　
毎
年
、
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
者
の
前
年
中
の

所
得
に
応
じ
て
、
医
療
費
の
自
己

負
担
割
合
を
判
定
し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
自
己
負
担
割
合
（
１
割
ま
た

は
３
割
）
は
、
８
月
１
日
か
ら
１

年
間
適
用
と
な
る
医
療
費
の
自
己

負
担
割
合
で
す
。

︻
１
割
負
担
と
な
る
人
︼

　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者
の
中
に
、
住
民
税

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

所
得
者
が
い
な
い
人

︻
３
割
負
担(

現
役
並
み
所
得
者)

と
な
る
人
︼

　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者
の
中
に
、
住
民
税

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

所
得
者
が
い
る
人
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
人
は
申
請
に
よ
り
１

割
負
担
と
な
り
ま
す

①
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
１
人
の

場
合
　

・
加
入
者
の
収
入
の
合
計
金
額
が

３
８
３
万
円
未
満

・
加
入
者
の
収
入
と
同
一
世
帯
の

70
〜
74
歳
の
人
全
員
の
収
入
の

合
計
金
額
が
５
２
０
万
円
未
満

②
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
複
数
い

る
場
合

・
加
入
者
全
員
の
収
入
の
合
計
金

　
額
が
５
２
０
万
円
未
満

※
扶
養
控
除
の
見
直
し
に
よ
り
、

前
年
の
12
月
31
日
現
在
に
お
い

て
加
入
者
で
あ
る
世
帯
主
で
、

か
つ
同
一
世
帯
に
所
得
が
38
万

円
以
下
の
19
歳
未
満
の
世
帯
員

が
い
る
場
合
、
そ
の
世
帯
主
で

あ
っ
た
加
入
者
は
、
自
己
負
担

割
合
の
判
定
に
あ
た
っ
て
住
民

税
課
税
所
得
か
ら
次
の
金
額
を

控
除
し
ま
す

①
16
歳
未
満
の
者
の
人
数
×
33
万

円
②
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
者
の
人

数
×
12
万
円

　
該
当
者
に
は
、
７
月
16
日
㈫
以

降
に
年
間
保
険
料
額
の
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。

①
保
険
料
額
の
計
算
方
法

　
均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
合
計

が
年
間
保
険
料
額
と
な
り
ま
す

（
賦
課
限
度
額
は
55
万
円
）

︻
均
等
割
額
︼
１
人
あ
た
り
年
間

３
５
、
３
０
０
円

︻
所
得
割
額
︼料
率
は
７
・
15
％
で
、

前
年
中
の
所
得
金
額
な
ど
を
基

に
算
定

②
保
険
料
の
軽
減
制
度

○
低
所
得
者
へ
の
軽
減

　
　
前
年
中
の
所
得
状
況
に
応
じ

て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

︻
均
等
割
額
︼世
帯
の
所
得
状
況
に

応
じ
て
９
割
、
８
・
５
割
、
５

割
、
２
割
を
軽
減

︻
所
得
割
額
︼
個
人
の
所
得
状
況

に
応
じ
て
、
５
割
軽
減

○
制
度
加
入
前
日
に
お
い
て
会
社

の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
人
へ
の
軽
減

　
　
加
入
か
ら
当
分
の
間
は
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
国
保
や
国
保
組
合
の
加
入
者
が

異
動
し
た
場
合
は
対
象
外

■４月の年金から既に納めている人【特別徴収】

　10・12・２月の納付額…確定した年間保険料額から、４・６・８月の納付額を差し引いた残

額を10・12・２月の年金から納めてもらいます

■７月から納付書または口座振替で納める人【普通徴収】

　確定した年間保険料額を、７月から翌年の３月に分けて納めてもらいます。月々の保険料額は、

通知書で確認してください。※年度途中で特別徴収に切り替わるときは、事前に通知します

■納入方法の変更：保険料は、原則として特別徴収ですが、口座振替（普通徴収）に変更するこ

とができます。希望する場合は、市内の金融機関窓口で手続き後、申し出てください

【申請に必要なもの】口座振替依頼書の控え・印鑑・保険証

　家族の口座からの納付に変更した場合は、社会保険料控除が実際に負担した人に適用され、世

帯全体の所得税や住民税の税額に影響が生じる場合があります。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
年金 ― 年金 ― 年金 ― 年金 ― 年金 ― 年金 ―

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
納付なし 納付書または口座振替

コーディネーター研修

　
モ
デ
ル
中
学
校
区
で
は
中
学
１

年
生
の
新
た
な
不
登
校
は
な
く
、

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況

改
善
が
見
ら
れ
、
小
中
一
貫
教
育

の
成
果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
モ

デ
ル
中
学
校
区
以
外
で
も
、
24
年

度
か
ら
各
中
学
校
区
で
小
中
一
貫

教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描

き
準
備
を
始
め
、
児
童
・
生
徒
の

多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。 中

学
１
年
生
の
新
た
な
不
登

校
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

モ
デ
ル
中
学
校
区
で
の
成
果

十日町・中条中学校区ではあいさつ運動を実施

　小学校と中学校、そして学校と保護者・地域がつながり、共に子どもたち

を育む教育を目指しています。
小中一貫教育では
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松代観音祭の風景

■撮影時期：昭和40年

■撮影場所：松代本町通り

　松代本町通りを練り歩く大名行列。

松代地域の伝統的な祭り、松代観音

祭の一コマです。露払いや毛槍、金紋

先箱に腰元など衣装も行列の構成も

本格的なものでした。

　現在は大名行列の代わりに世田谷区

からやってくるサンバチームが祭りを盛り

上げてくれます。今年は７月20日・21日

に開催されます。

■問合せ：松代支所地域振興課☎597-2220

No.52

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ご
う
！

�
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
で
す
か
�

●
骨
粗
し
�
う
症
と
は

　
骨
は
皮
膚
や
髪
の
毛
と
同
じ
よ
う
に

新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
こ

の
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
が
軽

石
の
よ
う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、
骨
折

し
や
す
い
状
態
に
な
る
こ
と
を
骨
粗
し

ょ
う
症
と
い
い
ま
す
。

●
骨
粗
し
�
う
症
に
な
り
や
す
い
人
は
？

︻
体
型
・
体
質
︼
小
柄
、
や
せ
す
ぎ
、

筋
肉
が
少
な
い
な
ど

︻
生
活
習
慣
︼運
動
不
足
、過
度
の
飲
酒
、

喫
煙
習
慣
、
極
端
な
食
事
制
限
、
カ
ル

シ
ウ
ム
摂
取
不
足
な
ど

︻
年
齢
・
性
別
︼
高
齢
者
、
更
年
期
ま

た
は
無
月
経
・
生
理
不
順
の
女
性
な
ど

︻
病
歴
︼
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
糖
尿
病
、

副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
な
ど
の
病
気
、

ス
テ
ロ
イ
ド
を
服
薬
し
て
い
る
な
ど

●
加
齢
に
よ
る
骨
量
の
変
化

 

骨
量
は
20
歳
か
ら
30
歳
代
に
最
大
骨

量
と
な
り
、
40
歳
く
ら
い
ま
で
最
大
値

が
保
た
れ
た
後
、
減
少
し
始
め
ま
す
。

女
性
は
50
歳
頃
閉
経
期
を
迎
え
る
と
骨

量
が
急
速
に
減
少
し
、
骨
折
を
起
こ
す

危
険
が
増
え
ま
す
。

●
予
防
方
法

①
食
事
　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
摂

り
、
た
ん
ぱ
く
質
、
魚
介
類
や
き
の

こ
類
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
納
豆
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ

な
ど
を
特
に
意
識
し
て
摂
り
ま
し
ょ

う
。

②
運
動
　
骨
へ
の
刺
激
や
圧
力
が
骨
を

丈
夫
に
し
ま
す
。
骨
に
重
力
を
か
け

る
運
動
（
ウ
�
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
階
段
昇
降
な
ど
）
が
お
勧
め

で
す
。

●
骨
密
度
検
診
の
勧
め

　
昨
年
度
の
市
の
骨
密
度
検
診
で
は
、

20
歳
か
ら
40
歳
代
の
約
２
割
に
骨
量
減

少
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
若
く
て
も
油
断

は
で
き
ま
せ
ん
。
検
診
を
受
け
て
自
身

の
骨
量
を
知
る
と
と
も
に
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
市
で
は
20
歳
か
ら
70
歳
の
女
性
を
対

象
に
骨
密
度
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
成
人
保
健
係
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

若
者

若
者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

若
者者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

地
元
就
職
し
か
考
え
て
い
ま
せ

ん
で
し
た

暮
ら
し
や
す
い
場
所
で
過
ご
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す

山
本
さ
ん
―
私
も
何
よ
り
地
元
就
職
を

考
え
て
い
ま
し
た
。
専
門
学
校
で
は
全

く
違
う
こ
と
を
習
っ
た
の
で
す
が
、
地

元
に
そ
れ
を
生
か
せ
る
就
職
先
が
な

く
、
勤
務
形
態
が
安
定
し
て
い
る
こ
の

会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
―
規
定
外
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
な
が
ら
、
機
械
の
調
整
と
パ
ー
ト

さ
ん
へ
の
指
示
で
予
定
数
を
時
間
内
で

終
わ
ら
せ
る
と
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

今
の
仕
事
も
慣
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

食
品
製
造
の
会
社
な
の
で
肉
加
工
も
覚

え
て
い
き
た
い
で
す
。

山
本
さ
ん
―
今
は
、
一
人
で
す
る
仕
事

な
の
で
、
大
勢
で
作
業
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
ま
た
感
じ
て
み
た
い
で
す
。

山
口
さ
ん
―
高
校
卒
業
後
、
地
元
へ
の

就
職
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
活
リ
ズ
ム
を
作
り
や
す
い
製
造
業
と

思
っ
て
い
て
、
中
で
も
大
き
な
機
械
を

使
っ
た
食
品
の
製
造
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

山
口
さ
ん
―
今
の
と
こ
ろ
、「
十
日
町

市
の
こ
こ
が
魅
力
的
」
と
い
う
強
い
気

持
ち
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

住
み
慣
れ
た
場
所
で
あ
り
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

市
外
に
出
よ
う
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
本
さ
ん
―
私
は
、
友
達
や
親
が
い
る

環
境
が
自
分
に
と
っ
て
大
切
だ
っ
た
の

で
、地
元
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本
さ
ん
―
私
の
仕
事
は
、
社
員
の
衛

生
管
理
で
す
。
毎
年
基
準
が
変
わ
る
の

で
、
常
に
勉
強
し
、
社
員
に
伝
え
る
こ

と
が
仕
事
で
す
。
相
手
の
立
場
を
考
え

る
よ
う
に
し
て
、
う
ま
く
伝
わ
っ
た
と

き
は
う
れ
し
い
で
す
。

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

　高校卒業後に就職。15人程度で商品をパッケー
ジングする製造ラインを正社員２人で管理していま
す。

山口　恭平さん（下条中央通り・21歳）

　新潟市の専門学校卒業後、地元就職を希望し入社。
品質管理の担当で、１施設に１人しかいない業務を
任されています。

山本　千里さん（小出・26歳）

協力
企業

・食品製造  
・十日町市高山  
・従業員数164人  
・☎757-3601
　昭和49年に肉食卸業として設立されました。今
では加工販売やレトルト食品製造も手がけ、全国に
出荷しています。

求人
あり

今
の
仕
事
に
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。
だ
け
ど
も
製
造
も
や

り
た
い
で
す
ね

■㈱ミートコン
　パニオン新潟工場



　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課秘書広報係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

＝市民リポーターによる市民目線でのリポートです。市民リポーターは
　いつでも募集していますので、興味のある人は問い合わせてください。
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　３回目となる、

伊達つつじ原公園

まつりですが、今

年は６月１日㈯の

除 幕 式 で74年 ぶ

りに復活した鈴木

陸軍大将の歌碑に

見守られながらの

開催でした。庭野辰雄さん（田中町東・73歳）は、「『つつ

じっぱら』という響きが懐かしくて来ました。地元の皆さん

のおもてなしの気持ちが行き届いていてまた来たいと思いま

した」と話しました。（　 金子又市さん）

　今年の節黒城山開き祭り大名行

列の御姫様役は登坂七菜子さん

（岩瀬・６歳）。新緑の中、あでや

かな着物姿が映え、見物に来た人

たちを魅了していました。また、

今の展望台での大名行列は今回が

最後となり、今秋中には展望台が

改築され、節黒城の歴史に新たな

１ページが刻まれます。

節黒城の御姫様、おな～り～

６月９日㈰：節黒城跡展望台

叙勲おめでとうございます

根津　征吉さん（旭ヶ丘・68歳）

　長年にわたり消防の危険業務に従

事した功績が認められました。根津

さんは、「職場では愛情を持って仲

間に接し、人の命を守るためにチー

ム力を高めることを常に心がけまし

た。打ち込める仕事に出会えて幸せ

でした」と話していました。

瑞
宝
双
光
章

（
消
防
功
労
）

表彰おめでとうございます

岡村　哲さん（高田町３・64歳）

　34年間の長きにわたり、交通安

全協会の組織づくりから始まり、現

在までの継続的な活動に尽力されま

した。岡村さんは、「時代は急激に

変化していますが、交通安全を呼び

かける地道な活動は、これからも続

けたいです」と話していました。

関
東
管
区
警
察
局
長
表
彰

（
交
通
安
全
功
労
者
章
）

　十日町市消防

団松之山方面隊

の消防演習があ

りました。この

日集まった消防

団 員 は135人。

統率のとれた行

動で、迅速に演習を行い日頃の練習の成果を披露

していました。

　早稲田大学建築学科の学生たちが、実際に松代地域を訪れ

て見つけた課題と魅力を踏まえて考え出した「地域の将来像」

を地域住民に提案しました。地域住民は学生ならではの視点

に感心しつつも、生活していて実際はこうである、といった

様々な意見交換が

行われ、双方にとっ

て実りのある時間

となりました。

　鈴木歯科医院、二瓶歯科医院、和歯科医院の歯

科医師により、96人が健診を受けました。健診

は今年度で12回目。年々受診者の口腔衛生も向

上し、健診

をきっかけ

に歯科受診

や歯みがき

などの取組

みの成果が

現れていま

す。

歯科医師会主催の障がい者歯科健診

６月４日㈫：なごみの家

　今年の４月20日㈯から宮中取水ダムの魚道観

察室が一般公開され、見学ツアーが開催されまし

た。ツアーの最後には今回初めて企画されたニジ

マスのつかみ取りも体験でき、子どもたちは服が

濡れるのもかまわず、夢中でニジマスを捕まえて

いました。

　６月10日㈪から横浜Ｆマリノスが、６月16日㈰か

らＦＣ東京が相次いでキャンプインしました。元日本

代表の中村俊輔選手（横浜Ｆマリノス）、石川直宏選

手（ＦＣ東京）らが汗を流し、観客から声援を浴びて

いました。両チームともキャンプ最終日にはサッカー

教室を開催し、参加した子どもたちは、めったにない

機会に目を輝かせて楽しんでいました。

信濃川の魚をより身近に

６月23日㈰・宮中取水ダム

Jリーガーがキャンプイン、サッカー教室も

６月10日㈪～ 22日㈯：当間クロアチアピッチ

消防団活動は日頃の練習が肝心

６月16日㈰：松之山グラウンド駐車場

早大生の思い描く松代地域の将来像

6月29日㈯：旧蒲生小学校

　鎌倉時代の半ばころから中条・大井田地区を本

拠に活躍した大井田氏の子孫（全国大井田同族会）

の皆さんが、鎌倉幕府倒幕の挙兵から680年目に

あたる今年、第５回全国大井田氏サミットを開催

しました。関東や東北、遠くは四国から約35人

が集まり、先祖供養法要や大井田氏発祥の地の石

碑の除幕式を行いました。（関連のお知らせ19ペ

ージ）

10年に1度、大井田氏の子孫が集結

６月8日㈯・9日㈰：円通寺・大井田の郷公園

建立したての歌碑に見守られながらのにぎわい

６月８日㈯：つつじ原公園（伊達地内）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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お知らせ・ガイド申込み ＦＡＸ締め切り 問合せその他講師

内容休館日日時 定員会場 対象者 料金 持ち物日 休 会 対 ￥ 定 内 持
講 他 〆 申 問 Ｆ

市報とおかまち　平成25年７月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

ごゆっくりご覧いただきたいので
１日限定15組とさせていただきます。

社名変更のお知らせ

株式会社 アシスト
（旧社名：株式会社明和警備保障）

連絡先／住所：十日町市錦町２丁目10　TEL.025-752-7410

【警備事業】■ ２号業務＝交通誘導警備・雑踏警備業務
　　　　　　■ １号業務＝施設警備業務・JR列車見張員
【除雪事業】■ 機械除雪＝市役所委託除雪・民地除雪
【LED事業】■ 家庭用・業務用LED照明器具販売

担当／山田・福原

従業員
募集

業務
内容

日
７
月
21
日
㈰
午
前
11
時
〜

会
市
民
会
館

問
三
神
流
水
和
会
（
☎
７
５
７

｜

０
７
４
０
）

日
７
月
21
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

１
時
30
分

会
蓮
田
（
二
ツ
屋
地
内
）

￥
５
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無
料

問
二
千
年
蓮
を
育
む
里
・
二
ツ
屋

集
落
の
会
（
心
の
宿
や
す
ら
ぎ

内
☎
７
５
７

｜

１
５
４
７
）

　
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
の
情
報

の
交
換
会
。
お
子
さ
ん
連
れ
も
大

歓
迎
。プ
ラ
レ
ー
ル
で
遊
べ
ま
す
。

日
７
月
25
日
㈭
午
前
11
時
〜
午
後

１
時

会
お
か
あ
の
台
所
Z
I
K
K
A

￥
大
人
７
０
０
円
、
小
学
生
５
０

０
円
、
幼
児
３
０
０
円

定
30
人

〆
７
月
24
日
㈬

問
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
と

サ
ポ
（
☎
７
６
１

｜

７
４
４

４
）、
丸
山
（
☎
０
９
０

｜

２

日
７
月
28
日
㈰
午
後
５
時
30
分
〜

７
時
30
分

内
屋
台
（
そ
ば
、
地
元
野
菜
、
フ

　
画
像
を
見
な
が
ら
、
富
士
山
の

歴
史
や
文
化
・
芸
術
の
視
点
か
ら

そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

日
７
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

￥
無
料

定
先
着
90
人

講
阿
部
洋
輔
さ
ん
（
元
日
本
経
済

新
聞
総
理
事
、
博
物
館
近
代
史

グ
ル
ー
プ
指
導
者
）

他
同
日
正
午
ま
で
館
内
で
「
岡
田

紅
陽 

市
所
蔵
作
品
展
」
を
開

催
会
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５

１
０
０
）

日
７
月
16
日
㈫
第
１
部

：

午
前
９

時
〜
、
第
２
部

：

午
後
１
時
30

　
國
仲
勝
男
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）
と

小
谷
ま
ゆ
み
さ
ん
（
歌
）
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

日
７
月
15
日
㈷
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
※
開
場
２
時
30
分
〜

会
中
尾
神
社
境
内
（
中
尾
地
内
）

※
荒
天
時
は
布
川
防
雪
管
理
セ

ン
タ
ー

￥
無
料

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
小
野
・
米

澤
（
☎
５
９
６

｜

２
８
０
５
）

世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念
講
演
会

「
世
界
が
認
め
た
日
本
の
象

徴
・
霊
峰
富
士
」

高
校
生
の
た
め
の

面
接
能
力
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
・
求
人
説
明
会

水
和
会
₃₅
周
年
舞
踊
公
演

十
日
町
市
公
民
館
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

松
之
山
・
中
尾
神
社

夕
涼
み
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ま
ほ
ろ
ば
の
里 

川
治
納
涼
祭

夏
休
み
・
ひ
と
サ
ポ
ラ
ン
チ
会

二
ツ
屋
蓮
ま
つ
り 

餅
つ
き
大
会

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
）・
演
奏
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
盆
踊
り

会
・
問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま

ほ
ろ
ば
の
里
川
治
（
☎
７
６
１

―
７
３
３
３
）

分
〜

会
ク
ロ
ス
テ
ン

内
第
１
部

：

面
接
能
力
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
＝
面
接
技
術
向

上
の
た
め
に
専
門
の
講
師
が
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
を
通
じ
て
個
別
指

導
、
第
２
部

：

求
人
説
明
会
＝

個
々
の
ブ
ー
ス
で
各
企
業
が
仕

事
内
容
を
説
明
（
主
に
十
日
町

市
・
津
南
町
の
企
業
が
参
加
）

￥
無
料

申
・
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
学

卒
係（
☎
７
５
７

｜

２
４
０
７
）

５
４
８

｜

０
５
０
７
）

　「
第
５
回
全
国
大
井
田
氏
サ
ミ

ッ
ト
（
16
ペ
ー
ジ
ト
ピ
ッ
ク
ス
参

照
）」
で
提
案
さ
れ
た
「
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
」
で
、�
20
年
後
の
あ

な
た
へ
�
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

せ
ん
か
。
内
容
は
自
由
で
す
。

●
募
集
期
間
＝
７
月
20
日
㈯
〜
９

月
20
日
㈮

申
・
問
専
用
用
紙
（
博
物
館
・
各

公
民
館
・
本
庁
舎
・
各
支
所
・

本
町
分
庁
舎
に
配
置
）
に
記
載

大
井
田
氏
サ
ミ
ッ
ト

₂₀
年
後
に
開
封
す
る
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
中

し
、
博
物
館
（
☎
７
５
７

｜

５

５
３
１
）

　「
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
と

お
か
ま
ち
随
筆
ク
ラ
ブ
が
審
査

し
、
８
月
17
日
㈯
〜
25
日
㈰
開
催

の
情
報
館
ま
る
ご
と
体
感
フ
�
ア

で
受
賞
作
品
を
発
表
し
ま
す
。

対
十
日
町
市
・
津
南
町
に
住
ん
で

い
る
人

●
作
品
内
容
＝
「
ふ
る
さ
と
」
が

テ
ー
マ
で
、
事
実
に
基
づ
き
、

自
身
が
体
験
し
た
こ
と
や
そ
こ

か
ら
感
じ
た
こ
と

第
４
回
情
報
館
ま
る
ご
と
体
感
フ
ェ
ア

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

部　　門 作品規格（ ）内は大きさ

第１部 日本画 額ぶち付きに限る（100号まで）

第２部 洋　画
油絵・水彩・パステルなど。額ぶ
ち付きのこと（８号～ 100号）

第３部 版　画
額装。モノタイプ版・ドライマウ
ント加工は不可（長辺116㎝以内）

第４部 現代美術 （常識の大きさを超えないこと）

第５部 彫　刻 （常識の大きさを超えないこと）

第６部 工　芸
染・織・焼物・つる・漆・革・竹・
わら・紙工芸など（縦・横・高さ
とも180㎝以内）

第７部 書　道

額装、枠張りまたは軸物表装（仕
上がり寸法＝縦額は縦182㎝以内・
横76㎝以内、横額は縦76㎝以内・
横152㎝以内）
※釈文票は楷書ではっきりと記入

すること。ペン書き・ワープロ
など可。てん刻は不可

第８部 写　真
木製パネル張り。ヒートン取付額
ぶち不可。（単写真は半切以上全紙
まで。組写真は長辺103㎝以内）

日10月19日㈯～ 22日㈫
会市民体育館

●出品作品＝同一部門１人２点以内（ほかの公募展

未出品作品に限る）、額装する場合はガラス不可

●出品料

　一般＝１点1,000円、高校生以下＝１点500円

●作品搬入出

　搬入：10月15日㈫正午～午後８時に会場持参

　搬出：10月22日㈫午後４時30分～ 6時30分

●作品指導会＝10月16日㈬午後５時30分～７時

●授賞＝市展賞（賞金３万円）、奨励賞（同１万

5,000円）、佳作賞（同5,000円）ほか

●審査員＝佐々木かず子さん（日本画・洋画・版画）、

堀川紀夫さん（現代美術・彫刻・工芸）、鈴木青

雨さん（書道）、田沼武能さん（写真）

●募集要項＝各公民館・情報館に配置、市ホームペ

ージに掲載

問生涯学習課（☎757-8918）

第46回 十日町市美術展作品募集

　アートと昆虫を思う存分楽し

める夏の企画展です。世界中の

生きた昆虫や標本を見ながら多

様性や進化を学び、昆虫アート

を眺めながら形の不思議さや色

の美しさを体感してください。

期間中は十日町市の昆虫博士、

故 樋熊清治さんが集めた昆虫コレクションも

展示します。さらに、日本のクワガタ・カブト

ムシにさわりまくり

の夢空間“クワカブ

ルーム”が今年もオ

ープンします。

●開館時間＝午前９時～午後５時※入館は４時

30分まで

休毎週火曜日※８月は休館なし、7月17日㈬～

19日㈮、9月18日㈬～ 19日㈭は臨時休館

￥500円、小・中・高生300円

※小学生未満無料

※7月20日㈯～ 28日㈰は市民無料

※越後妻有2013夏開催中（7月20

日㈯～ 9月1日㈰）は作品鑑賞パ

スポート提示で初回無料、２回目

以降は半額

会・問「森の学校」キョロロ

　（☎595-8311）

キョロロ大昆虫展
～「森の学校」キョロロにアートと昆虫が大集合！～

７月20日㈯～９月16日㈷

く
ら
し
・
相
談

19日㈮、9月18日㈬～ 19日㈭は臨時休館

※越後妻有2013夏開催中（7月20

広告掲載 広告掲載



催
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催
し
・
講
座

募
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福
祉
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健
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子
育
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ら
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●
提
出
様
式
＝
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
２
〜
３
枚
。
１
行
目
は

作
品
名
、
２
行
目
は
作
者
名
を

明
記
し
、
本
文
は
４
行
目
か
ら

書
い
て
く
だ
さ
い
。
※
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
の
作
成
も
同
様
で
す

〆
８
月
５
日
㈪
必
着

申
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・

性
別
・
住
所
・
連
絡
先
電
話
番

号
を
明
記
し
、
郵
送
（
〒
９
４

８

｜

０
０
７
２
十
日
町
市
西
本

町
２
※
封
筒
に
「
エ
ッ
セ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
作
品
在
中
」と
明
記
）

ま
た
は
持
参
で
情
報
館

問
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５
１
０

０
）、
と
お
か
ま
ち
随
筆
ク
ラ

ブ
小
川
（
☎
０
９
０

｜

１
６
０

４

｜

１
０
４
５
）

｜

０
２
５
６
）

●
募
集
内
容

　
①
一
般
曹
候
補
生

②
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

③
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

●
募
集
期
間
＝
①
・
③
８
月
１
日

㈭
～
９
月
６
日
㈮
、
②
通
年

対
昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

問
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長

岡
出
張
所
（
☎
０
２
５
８

｜

33

自
衛
官
募
集

「
平
和
」
を
仕
事
に
し
ま
せ
ん
か

中
条
病
院

休
診
の
お
知
ら
せ

　
７
月
29
日
㈪
か
ら
８
月
３
日
㈯

ま
で
、
皮
膚
科
の
外
来
診
療
を
休

診
と
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
中
条
病
院
医
事
課
（
☎
７
５
７

｜

３
０
１
８
）

７

｜

５
５
６
６
）

十
日
町
病
院

休
診
の
お
知
ら
せ

　
７
月
26
日
㈮
・
29
日
㈪
、
耳
鼻

咽
喉
科
を
休
診
と
し
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
十
日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５

定
先
着
80
人

内
「
脳
と
こ
こ
ろ
の
子
育
て
～
発

達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
脳
の

し
く
み
と
子
育
て
支
援
～
」

講
成
田
奈
緒
子
さ
ん
（
文
教
大
学

教
授
）

〆
７
月
25
日
㈭

申
・
問
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
☎
７
５
２
―
４
３

７
７
）

成
田
奈
緒
子
さ
ん
の
子
育

て
勉
強
会

日
８
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

４
時
※
受
付
１
時
～

会
情
報
館

￥
５
０
０
円
※
資
料
代
含
む

小
中
一
貫
教
育

モ
デ
ル
中
学
校
区
合
同
発
表

会
兼
教
職
員
全
員
研
修
会

　
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
み
発
表

と
教
職
員
の
全
員
研
修
で
す
。
一

般
の
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
８
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

４
時
45
分

会
市
民
会
館

内
①
下
条
・
川
西
・
中
里
・
松
代

の
各
中
学
校
区
の
発
表
、
②
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〆
７
月
31
日
㈬

申
・
問
学
校
教
育
課
（
☎
７
５
７

―
３
３
３
６
）

日
７
月
30
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
※
９
月
・
11
月
・
平
成
26

年
１
月
に
も
開
催
予
定

会
ふ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
本

町
２
）

対
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

定
先
着
30
人

持
弁
当
・
飲
み
物
・
筆
記
用
具
・

メ
モ
帳
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

他
屋
外
取
材
の
た
め
の
天
候
に
合

わ
せ
た
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い

〆
7
月
22
日
㈪

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ぎ
わ
い
事
務
局

（
☎
７
６
１
―
７
２
３
０
） 

参
加
者
募
集

に
ぎ
わ
い
こ
ど
も
新
聞
の

記
者
に
な
ろ
う

　
ま
ち
な
か
を
取
材
し
て
、
手
書

き
の
新
聞
を
作
成
し
ま
す
。
新
し

い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

～
ボ
ー
ル
あ
そ
び
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
～

な
で
し
こ
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ッ
ズ

サ
ッ
カ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

　
幼
児
か
ら
社
会
人
ま
で
楽
し
く

サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
８
月
11
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
※
受
付
８
時
30
分
～

会
当
間
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ

対
幼
児
以
上
※
男
女
問
わ
ず
、
保

護
者
も
参
加
で
き
ま
す

￥
無
料

講
若
杉
透
さ
ん
（
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

他
９
月
に
も
２
回
開
催
し
ま
す

〆
７
月
20
日
㈯

申
・
問
十
日
町
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

女
子
委
員
会
（
㈲
若
山
総
合
保

険
サ
ー
ビ
ス
内
☎
７
５
０
―
５

５
３
５
）

７
月
は
学
卒
者
求
人
確
保
強
化
月
間

若
い
力
を
育
て
て
、
企
業
の
力
に
！

　
７
月
は
「
学
卒
者
求
人
確
保
強

化
月
間
」
で
、
平
成
26
年
３
月
新

規
学
卒
予
定
者
お
よ
び
未
就
職
卒

業
者
対
象
の
求
人
の
確
保
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ん

か
ら
の
、
該
当
者
に
対
す
る
応
募

機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７
―
２
４
０
７
）

受
講
生
募
集

シ
ー
ケ
ン
ス
の
基
礎
（
実
技
）
コ
ー
ス

　
リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ

制
御
の
基
礎
を
習
得
で
き
ま
す
。

日
８
月
７
日
㈬
・
８
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
４
時
※
２
日
間
と
も

￥
３
、
９
０
０
円

定
10
人

内
リ
レ
ー
配
線
・
Ｐ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
実
技
講
習

〆
７
月
26
日
㈮
※
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選

他
同
日
に
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
基
礎
技
能

習
得
コ
ー
ス
も
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
☎
０
２
５
―
５
４
５

―
２
１
９
０
）

至小千谷 国道117号線 至津南

（仮）産業・文化発信館
　　 （旧娯楽会館）

（仮）ファインプロジェクト10
　　 （旧田倉）

キナーレ 市役所JR飯山線

川治昭和町線

駅
通
り

コ
モ
通
り

とおかまち駅

対象エリア

　中心市街地におけるまちの連続性を生み出し、新たな魅力向上を図るため、中心

市街地内の空き店舗や空き家を活用して事業を行なう事業者に対して、その事業用

設備などの設置経費の一部を助成します。

【対象エリア】

　市中心市街地活性

化基本計画区域内

の、都市計画による

用途地域が「商業地

域」および「近隣商

業地域」

【エリアイメージ図】

【制度説明】

●助成対象者＝平成26年３月31日までに、空

き店舗などを活用し次の要件を満たす事業を

開始する個人または団体および中小企業者。

●助成対象事業の要件

ア３親等内の血族および姻族を除く者との賃

貸借契約に基づき空き店舗などを活用する

こと

イ週４日以上営業し、かつ、午前11時まで

に営業を開始すること

ウ中心市街地活性化基本計画区域内から移転

することで、既存の店舗などが空き店舗と

ならないこと（区域外からの移転などの場

合は特に問わない）

エ「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に

関する法律」に規定される業種でないこと

オ「暴力団員による不当な行為の防止等に関

する法律」に規定される団体またはその構

成員でないこと

●空き店舗などの定義＝次の全てに該当するテ

ナント用店舗または家屋。

ア中心市街地活性化基本計画区域内、かつ、

都市計画の用途地域が「商業地域」および

「近隣商業地域」に所在していること

イ使用されなくなった日から３か月以上経過

していること

ウ出入口が道路または歩道に面していること
●助成対象経費＝事業用設備などの設置に要す

る次の経費のうち、事業開始に最低限必要と

認められるもの。

ア工事費（工事請負費・直営工事費・デザイ

ン設計委託費など）

イ原材料費
ウ設備購入費（設置経費含む）

●助成率および助成上限額＝対象経費の２分の

１または100万円のいずれか少ない額

●審査方法＝書類審査および担当課ヒアリング

●公募期間＝ 12月27日㈮まで

問中心市街地活性化推進室（☎757-3691）

～活用促進事業のお知らせ～
中心市街地の空き店舗などの活用を支援します

日
８
月
４
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

会
総
合
体
育
館

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

￥
１
チ
ー
ム
２
、
０
０
０
円
　

●
種
目
＝
①
女
性
の
部
②
男
女
混

合
の
部

〆
７
月
26
日
㈮

第
11
回 

妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

申
・
問
所
定
の
用
紙
（
申
込
み
先

に
配
置
）
を
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
・
目
黒
（
☎
７
５
７
―
３

８
６
２
）



Serialization corner 連載コーナー

我が家のイクメン☆カジダン募集中！家事育児に取り組んでいる写真と紹介文をお寄せください。
申込み・問合せは企画政策課秘書広報係☎757-3112

　「イクメン」とは育児を楽しんでいるメンズ
（男性）、「カジダン」とは家事に積極的な男性
のことです。そんな我が家自慢のイクメン・
カジダンを紹介します。

わが
家の

わが
家の

連載コーナー Serialization corner

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４
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世
界
を
舞
台
に
日
本
画
を
描
き
続
け
ま
す

羽
鳥
絹
世
さ
ん
（
路
傍
の
花
室
）

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

▼
最
近
「
キ
ョ
ロ
ロ
ロ
ー
」
と
事
務
所
の

外
で
鳴
き
声
が
し
ま
す
。
な
か
な
か
姿
を

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
年
も
や

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
鳴
き
声
の
主
は
、

旧
松
之
山
町
の
町
の
鳥
「
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ

ン
」
で
す
。

▼
今
年
度
か
ら
松
之
山
地
域
の
広
報
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
Ｋ
）
で
す
。

カ
メ
ラ
担
い
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
取
材
に

行
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。     

▼
７
月
13
日
㈯
は
、「
真
夏
の
笑
い
祭
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
か
が
り
火
が
焚
か
れ

幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
小
高
い
山
の
上

に
あ
る
能
楽
堂
で
行
わ
れ
る
狂
言
は
、
毎

回
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
す
。
15
回
を

数
え
た
真
夏
の
笑
い
祭
典
も
た
い
へ
ん
残

念
で
す
が
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。「
万

作
の
会
」
に
よ
る
薪

の
あ
る
狂
言
、
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
懐
か
し
い
昭
和
の
写
真
を
紹
介
し
て
い

る
「
昭
和
の
と
お
か
ま
ち
」。
今
年
度
か

ら
は
、
紹
介
エ
リ
ア
を
全
市
に
広
め
て
連

載
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
紹
介
し
て
い
る

松
代
観
音
祭
は
、
地
区
の
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
る
馬
頭
観
世
音
の
祭
礼
。
江
戸
末
期

か
ら
、
祭
礼
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
て
い
た

市
（
い
ち
）（
観
音
市
）
に
は
、
当
時
、

近
郷
か
ら
数
十
軒
の
露
店
が
集
ま
り
「
柏

崎
の
え
ん
ま
市
と
並
ぶ
県
下
の
三
大
市
の

一
つ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
た
」（
松

代
町
史
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宿
駅

だ
っ
た
街
通
り
は
、
市
や
催
し
が
行
わ
れ

て
い
た
、
ま
さ
に
人
と
物
が
集
ま
る
交
流

の
拠
点
。
写
真
で
は
、
昭
和
の
当
時
も
大

名
行
列
の
沿
道
に
多
く
の
人
々
が
集
ま

り
、
賑
わ
い
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
時

代
は
変
わ
り
、
今
は
二
十
余
年
の
世
田
谷

区
と
の
交
流
に
よ
り
、
伝
統
あ
る
祭
り
が

に
ぎ
わ
い
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

　冬は編み物、夏は畑仕事をして過ごすテイさん。

元気の秘けつはにこにこ体操。月に２回、地域の

人たちと参加しているにこにこ会で行う体操を自

宅でも毎日取り組んでいます。体操の効果を実感

しながらも「地域の人に支えられてるからこんな

に健康なんでしょうね」と元気に話していました。

布施　テイさん（松之山・89歳）

⑯

パ
パ

：

鈴
木
正
志
さ
ん
︵
芋
川
︶

パ
パ

：

福
崎
裕
一
さ
ん
︵
田
麦
・
37
歳
︶

　小さい頃から、私が仕事でいない朝や夜によく
お世話をしてくれています。着替え、お風呂、寝
る前に本を読んであげるなど、たくさん助けても
らい感謝しています。ありがとう（お母さんより）

　家で人気№１のお父さん。絵本の読み聞かせは、
お父さん流のアレンジが子どもに大好評。保育園
の送迎や行事への参加など、４人の子育てにお父
さんの協力は本当にありがたいです。（妻より）

11

元気なお年寄りを紹介し、健康の秘けつなどをうかがいます。

(鈴)

　
昨
年
か
ら
オ
�
プ
ン
し
、今
年
４
月
に
リ
ニ
�
�
ア
ル
し
た
日
本
画
ギ
�
ラ
リ
�「
路

傍
の
花
室
」�
オ
�
ナ
�
兼
作
家
の
羽
鳥
絹
世
さ
ん
︵
妻
有
町
西
3
・
63
歳
︶
の
、
独

学
で
描
い
て
き
た
羽
鳥
さ
ん
な
ら
で
は
の
数
々
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
た
く
さ

ん
飾
ら
れ
て
い
る
季
節
ご
と
の
山
野
草
と
と
も
に
お
客
さ
ん
を
迎
え
ま
す
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
問
合
せ

：

羽
鳥
絹
世
　
☎
７
５
７

�

８
９
１
８

　「
狭
い
範
囲
で
勝
負
す
る
の
で
は
な

く
、
し
っ
か
り
評
価
し
て
も
ら
え
る
世

界
の
舞
台
で
出
展
し
た
い
と
い
う
思
い

で
制
作
し
て
い
ま
す
」
と
、
日
本
画
へ

の
情
熱
を
語
る
羽
鳥
さ
ん
。
一
度
は
制

作
か
ら
離
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
通

う
中
学
校
の
文
化
祭
へ
の
出
品
を
機

に
、
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
自
宅
を
改
造
し
、
創
作
活
動
を
し
な

が
ら
ギ
�
ラ
リ
ー
（
土
・
日
・
月
開
館
、

有
料
）を
営
ん
で
い
ま
す
。ギ
�
ラ
リ
ー

に
は
、
羽
鳥
さ
ん
が
描
き
続
け
て
い
る

日
本
画
が
約
30
点
展
示
さ
れ
て
い
て
、

中
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
て
い

る
国
際
公
募
展
ル
・
サ
ロ
ン
展
で
入
選

さ
れ
た
作
品
も
あ
り
ま
す
。

　「
美
人
画
は
、
情
景
と
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
組
み
立
て
、
そ
れ
を
自
分
の
中
で

か
み
砕
い
て
構
成
し
ま
す
。
一
方
で
、

童
画
に
描
か
れ
て
い
る
昭
和
の
風
景

は
、
自
身
の
体
験
を
思
い
出
し
な
が
ら

描
い
て
い
ま
す
。
十
日
町
の
風
景
を
描

く
の
は
、
不
便
だ
け
ど
人
情
味
が
あ
っ

て
生
き
生
き
し
て
い
た
、
ひ
と
昔
前
の

時
代
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
で

す
。」
と
、
作
品
一
つ
ひ
と
つ
に
思
い

を
込
め
て
描
き
ま
す
。

64

　「お客さんに、より楽しんでほしい」という気持ちから、館内の一室の壁一
面に山野草を描きました。作品と相まって館内の雰囲気を醸し出します。

　美人画だけでなく地方の童子
や、十日町市の風景を描いた作
品も展示しています。壁紙を自
分で貼ったり、育てた山野草を
いけたり、コーヒータイムも楽
しめたりと、こだわりの空間を
作っています。

　自宅兼ギャラリーの２階で
制作活動をする羽鳥さん。大
きい作品になると３か月ほど
かけて作成することもありま
す。ギャラリーを休館してい
る冬季は、制作に没頭します
が、湿度調整が難しいです。

(Ｋ)
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　きばをもっている魚と、赤い
のはたまごをかきました。おす
がえさでつられそうになってい
ます。ワカメがゆれているかん
じをあらわしました。

た
ま
ご
を
う
ん
だ
サ
ケ

池
田
　
來ら
い

樹き

さ
ん
（
２
年
）

　６年間通った校舎を描きまし
た。奥行きを出すために、高さ
や色の塗り方に気をつけまし
た。前の草を濃くして校舎が奥
にある感じが出せました。

思
い
出
の
校
舎

大
津
　
双ふ
た

葉ば

さ
ん
（
６
年
）

　海の上と下をあらわしていま
す。アザラシが元気よく泳ぎ、カ
ニもいます。海の上は天気がよく、
カモメが飛んでいて、船では漁師
さんが魚をつっています。

夏
の
海

池
田
　
惟い

緒お

さ
ん
（
３
年
）

　モールで服の模様をつくりま
した。絵の中にある服を着たり、
帽子をかぶったりしたいです。
本当にこんなお店があるといい
なと思います。

お
店
の
中

橋
本
み
い
な
さ
ん
（
４
年
）

　自分が好きな教室の場所を描
きました。本の色を一冊ずつ変
えたり、ぬいぐるみをていねい
に描いたりして、本物と同じよ
うに描きました。

い
つ
も
の
風
景

池
田
　
赳
た
け
る

さ
ん
（
６
年
）

　

７
月
28
日
の
川
遊
び
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
見
出
し

を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
円
を

使
い
明
る
い
色
で
文
字
を
書
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
た
く
さ

ん
来
て
ほ
し
い
で
す
。

おいでよ！！川遊び

波形　真
まな

果
か

さん（６年）
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